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町の人口

2月28日現在
世帯数 2. 8 9 4 
男 6.I 0 7 
女 6.3 I 2 
総人口 1 2. 4 1 9 

ヵmま

心

と
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う

内田印刷印刷企画室編集今金町役場発行
時
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農
家
の
後
継
者
問
題

農
業
は
た
し
か
に
前
進
は
し

て
い
る
も
の
、

、
そ
の
反
面
解

決
さ
れ
な
〈
て
は
な
ら
な
い
複

雑
な
問
題
を
か
、
え
て
い
る
。

そ
の
中
て
特
に
後
継
者
問
題

が
農
業
問
題
ど

L
て
大
き
な
比

重
を
占
め
て
き
た
。

こ
の
問
題
の
根
源
は
農
家
自

体
に
内
包
す
る
も
の
ど
外
部
的

な
も
の
と
あ
る
が
要
は
経
営
主

が
経
営
を
改
善
し
て
所
得
の
増

大
す
る
ど
共
に
家
庭
内
の
封
建

性
を
な
〈
す
る
こ
と
が
必
要
で

な
い
か
。

最
近
家
族
契
約
ど
か
父
子
契

約
も
奨
導
さ
れ
て
い
る
。

農
政
を
担
当
す
る
も
の
も
、

教
育
者
も
農
協
も
各
種
の
施
策

を
総
合
的
に
結
集
し
あ
せ
ら
ず

じ
っ

t
ワ
ど
腰
を
す
占え
て
積
み

上
げ
て
ゆ
く
以
外
に
早
急
解
決

の
方
途
は
な
い
。
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画期的な昭和41年度
予算が議決されました

987万円4億3，団;璽 身a

、，ι"、
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昭
和
田
十
一
年
度
-
一般
会
計

事

歳
入
歳
出
予
算
等
を
審
議
す
る

③
美
利
河
入
植
飲
料
水
施
設

た
め
白
三
月
定
例
会
は
三
月
十

工

事

-
自
に
招
集
さ
れ
二
十
三
阜
革
命

訴

初
⑨
美
明
河
開
拓
道
路
新
設
工

で
十
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
討
も
A22

事

れ
ま

L
t
。

@

民

業
構
造
改
善
事
業

会
期
中
に
審
議
さ
れ
た
蟻

案

⑤

腿

村

電

気

導

入

事

業

は
三
十
三
枠
で
す

が

母

と

子

の

①

公

有

林

造

林

事

業

家
白
条
例
制
定
や
美
利
河
分

松

⑨

林

業

構

造

改

善

事

業

光
川
分
校
の
廃
校
、
公
益
質

量

@

神
沢
林
道
事
業

の
廃
止
な
ど
も
可
決
さ
れ
ま
し

た。
昭
和
四
十
一
年
度
由一

般
会

計
予
算
総
額
は
三
億
二
千

二
ニ

一
万
円
で
四
十
年
度
目
当
初
予

算
に
比
べ
て
九
千
-
九
七
万
九

千
円
ふ
え
て
お
り
ま
す。

特
に
産
業
法
維
の
整
備
、
環

境
整
備
、
庁
舎
建
設
な
ど
が
重

占
と
し
て
編
成
さ
れ
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

写真=安部町長

、
総
務
費

①
庁
舎
建
股
工
事

②
腿
村
集
団
屯
話
施
設

二

、

民

生

費

①
児
童
遊
園
地
設
路
事
業

②
防
犯
灯
設
置
工
事

③
保
育
所
側
溝
工
事

一、

衛

生

費

①
じ
ん
か
い
し
尿
処
理
整
備

都
業

四
、
農
林
水
産
費

①
家
畜
市
場
時
間批
水
工
事

②
光
台
開
拓
飲
料
水
施
設
工

七、

教
育
費

①
中
里
教
只
住
宅
物
置
設
置

工
事

②
八
束
へ
き
地
教
員
住
宅
新

築
工
事

③
今
金
中
学
校
特
別
教
室
新

築
工
事

@
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
工
事

八
、
災
害
復
旧

十
五
カ
所

次
に
特
別
会
計
と
し
て

⑨
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

総
額
四
千
二
四
四
万
円

昨
年
白
当
初
予
算
に
比
べ
て

一
八
六
万
白
地
で
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
被
保
険
者

白
健
康
管
理
由
た
め
短
期
人
間

ド
y
ク
の
開
設
や
家
庭
常
備
薬

の
配
付
も
行
な
い
ま
す
。

⑨
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

(
施
設
勘
定
)

総
額
七
干
四
六
万
円

本
年
は
医
療
器
具
器
材
申
整

備
に
露
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

写
真
"
援
会
風
向一晶

玉
、
土
木
費

①
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ダ
ン
プ
鵬
人

②
山
手
線
泣
路
改
'員
一
は
事

⑨
と
場
特
別
会
計

@
第

一
幹
線
改
修
工
唱

総
額
一
一

八
万
円

@
都
市
計
岡
本
業

こ
か
等
各
会
計
白
総
予
算
は

⑤
必
営
住
宅
建
設
工
事

m

実
に
四
億
三
千
九
八
七
万
円
に

六

、

消

防

費

達
し
本
町
崎
町
以
来
由
最
高
を

①
消
防

自

動

車

眺

人

示

す

に

い
た
り
町
勢
進
展
目
盛

③
消
火
栓
設
叩時

F
r
a
--s
、
?を
物
語
る
も
白
と
な
り
ま
し
た

⑨
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

総
額
四
四
七
万
円

全-"-'"
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第山

ご
入
学
、
ご
入
国
お
め
で
と

山

う
ご
ざ
い
ま
す
。

恥

新
ら
し
い
幼
稚
国
や
小
学
校

小
川
へ
通
う
子
供
さ
ん
の
事
が
多
く

は

見
白
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

年

と

こ

ろ

が
真
新
し
い
帽
子
に

川町

ラ
ン
ド
セ
ル
、
喜
び
い
き
ん
で

関

学
校
へ
通
う
子
供
さ
ん
が
、
悲

出

惨
な
交
通
事
故
に
あ
わ
な
け
れ

机

ば
よ
い
が
と
、
ご
心
配
が
た
え

!

な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

川町

-

四

去
年
道
内
で
お
き
た
小
学
生

明
白
交
通
事
故
は
九
八

O
件
で
こ

山川l

の
う
ち
死
ん
だ
子
供
は
四
九
人

間

と

な
っ
て
お
れ
山
ま
す
。

γ

己
れ
は
一
日
に
三
人
目
小
学

問

生
が
岬
叫
ん
だ
り
け
が
を
し
て
い

鴇

る

勘

定
に
な
り
ま
す
.

制

交
通
事
故
は
け
っ
し
て
他
へ

か

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま

悲
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

、

子
供
さ
ん
に
交
通
の
き
ま
り
を

報

十
分
教
え
て
安
全
な
毎
日
を
送

広

る
よ
う
ど
指
導
下
さ
い
。

出

子
供
へ
の
交
通
安
全
教
室
は

川い

お
と
な
の
責
任
と
熱
意
で
や
り

川

ま
し
ょ
う
。

j

交
通
の
き
ま
り
を
知
ら
な
い

い

子
供
に
正
し
く
交
通
白
き
ま
り

慌

を
教
え
る
白
は
交
通
安
全
白
第

一一一

一
歩
。
特
に
.
心
学
入
閣
が
に
学

山町
叩
新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止
H

童
話
器
訴
訟
言
語
議
事
事
犯
話
一
掃
海
器
提

。
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

4

校
や
幼
組
閣
へ
由
行
き
帰
り
の

道
を
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
途
中

白
交
通
の
き
ま
り
と
道
路
白
歩

品
川
方
を
実
際
に
教
え
て
や
り
ま

1ν
ト
」
で
{
ノ
。

。
教
え
て
お
き
た
い
こ

と
少
し
ぐ
ら
い
ま
わ
り
道
で
も

安
全
と
問
い
わ
れ
る
道
を
通
る
己

と。
安
全
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
と

し
て
は
「
歩
道
と
車
道
の
区
別

を
し
て
あ
る
道
路
』

『事
白
あ

ま
り
通
ら
な
い
道
路」

で
す
。

・
道
路
の
途
中
に
あ
る
交
通
標

識
の
意
味
を
よ
く
晶
え
て
く
だ

さ
い
。
特
に
道
路
の
横
断
の
し

か
た
は
く
ど
い
ほ
ど
教
え
己
む

こ
と
が
必
要
で
す
。

ム
級
生
と
い
っ
し
ふ
に
通
ラ

ζ

と
も
安
全
な
方
法
で
す。

道
路
を
横
切
る
と
き
は
右
を

見
て
左
を
見
て
も
う
一
度
右
を

見
て
安
全
を
た
し
か
め
て
か
ら

わ
た
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
輸
に
-
列
に
な
っ
て
道
路
を

歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
道
路
で
川
転
車
の
二
人
乗
り

を
す
る
由
は
や
め
ま
し
ょ
う
.

・
道
路
で
マ
リ
な
げ
や
な
わ
と

び
を
し
て
遊
ぶ
白
は
や
め
ま
し

⑨
建
築
工
事
は

必
ず
届
け
出
を
⑨

建
物
を
新
築
、
増
築
、
改
築

ま
た
は
移
転
す
る
と
き
に
は
、

建
築
基
準
法
に
よ
る
建
築
工
事

屈
を
市
町
村
役
場
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

，

こ
の
届
け
替
の
記
入
事
項
町

中
に
は
、
建
築
工
事
慣
の
予
定

額
な
ど
が
あ
る
た
め
、
や
や
も

す
れ
ば
、
不
動
産
取
得
税
な
ど

む
算
定
に
使
わ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
白
懸
念
を
も
つ
か
た
も

あ
り
ま
す
が
こ
白
届
け
は
、
国

や
道
の
い
ろ
い
る
な
片
事
の
計

簡
に
役
立
つ
建
築
統
計
を
作
る

資
料
と
な
る
も
の
で
、
市
町
村

自
動
車
税
の

写真=今金小学校入学式

一
期
は
四
月
に

一一一ー一一ー・・字ヨ"。帽民司-一一一一一

こ
と
し
か
ら
自
動
車
税
一
期
分
の
納
期
が
六
月
か
ら

四
月
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ぇ

自
動
車
税
は
、
四
月

一
日
現
在
白
自
動
車
所
有
者
に

諜
税
さ
れ
る
の
で
す
が
、
従
来
、
一

期
分
の
納
期
が
六

月
で
あ
っ
た
た
め
そ
の
聞
に
異
動
が
あ
り
、
す
で
に
自

動
車
を
持
っ
て
い
な
い
人
や
、
自
動
車
を
口
い
か
え
た

A
で
陸
連
事
務
所
に
登
録
を
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
白

ま
ま
諜
視
さ
れ
る
民
合
が
あ
り
ま
し
た
。

」
」
う
し
た
不
合
理
を
な
く
す
る
た
め
に
、

四
月
十
}弘

前
か
ら
三
十
日
ま
で
と
納
期
が
変
一見
さ
れ
た
品
け
で
す

納
期
内
に
忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
-
。

ー-----・→宣..。制属Eミー司・ー一一一一一-

役
場
で
受
理
さ
れ
た
と
き
か
ら

統
計
以
外
由
目
的
に
使
用
す
る

こ
と
は
法
律
で
か

t
く
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
点
は
ご
心

配
な
く
、
建
物
を
辿
て
る
場
合

は
必
ず
こ
白
届
け
を
だ
す
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
工
事
を
す
る
場
所
が

都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
こ
の
届
け
と
別

に
硝
認
申
消
む
を
市
町
村
役
場

に
提
出
し
、
辿
祭
主
市
白
冊
認

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

白
で
、
工
市
を
施
工
す
る
と
き

は
あ
ら
か
じ
め
市
町
村
役
制
、

ま
た
は
最
寄
の
支
庁
拓
殖
加
で

相
談
を
受
け
て
下
さ
い
。
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今

月

の

お

知

ら

せ

『国
民
年
金
の
か
け
金
は

グ

ル

ー

プ

で

納

付

』

税
金
、
月
賦
白
支
払
い
な
ど

な
に
ご
と
に
よ
ら
a
す
担
金
を
納

め
に
行
く
の
は
お
っ
く
う
な
も

白
で
す
。

国
民
年
金
の
か
け
金
は
、

自

分
で
役
場
か
ら
国
民
年
金
印
紙

を
買
い
、
手
許
の
国
民
年
金
手

帳
に
は
っ
て
検
認
印
を
受
け
る

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
印
紙
に
よ

る
自
主
納
入
が
建
前
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
役
場
ま
で
行
っ
て

納
め
る
の
は
や
は
り
面
倒
で
す

し
、
忙
し
い
と
き
は
、
ど
う
し

て
も
滞
り
が
ち
に
な
る
の
が
人

情
で
し
ょ
う
。

股
協
、
納
税
組
合
な
と
利
用

す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
が

最
も
簡
単
な
も
の
と
し
て
、
部

落
会
や
町
内
会
、
婦
人
会
な
ど

を
通
じ
て
納
め
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、
そ
の
代
表
者
が
毎

月
会
員
か
ら
か
け
金
を
集
め
、

役
場
か
ら
担
当
者
を
呼
ん
で
検

認
を
受
け
る
と
い
う
も
の
で、

大
変
便
利
な
方
法
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

H

役
樋
年
金
係
よ
り
H

八
水

稲

V 
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が
い
が
で
き
る
よ
う
、
ア
ゼ
を

補
強
し
、
用
排
水
路
も
補
修
し

て
お
く
。

③
水
田
は
、
早
自
に
耕
起
し
、

よ
く
土
を
乾
か
し
て
お
く
。

八
特
用
作
物

V

一
、
て
ん
菜

①
ペ

ー
パ
ー
ポ

ッ
ト
育
苗

@
四
月
上
旬
に

亀
戸

描

植

す

る

よ

う

勘

努

め

る

。

a

u

@
床
土
白
底
ま

惑

で

渉

透

す

る

よ

@

う

+

分

に

水

を

且
司
か
け
る
(
ポ
ツ

4
4
ト
六
冊
分
で
六

十
リ
ッ
ト
ル
位
)

。
育
簡
の
適
温
は
十
度
か
ら
一
一

十
度
で
あ
る
か
ら
障
子
の
開
閉

に
談
窓

L
、
適
温
百
保
持
を
は

か
る
。

@
間
引
は
発
芽
し
て
間
も
な
く

か
ら
早
め
に
行
な
い
、
二
、
三

回
に
わ
け
て
や
る
と
よ
い
。

@
生
育
の
悪
い
場
合
に
は
、
そ

の
程
度
を
考
慮
し
て
若
干
白
追

肥
を
行
な
う。

③
直
播
栽
培

畑
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
な
る
べ
く
早
く
耕
し
、
整

地
を
て
い
ね
い
に
し
て
は
種
す

る。

，. 

五
月
か
ら
役
場
の

執
務
時
聞
が
変
り

ま
す

五
月
か
ら
執
務
時
聞
を
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
と
な
り
ま
す。

ま
た
国
保
病
院
の
外
来
受
け

付
け
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
で
す
。

かけられる身にもなって

よ
ろ
こ
び
か
な
し
み

⑨
出

生

(
二
月
受
附
分
十
六
名
)

秋
元

正

人

(

積

川

)

大

竹

明

美

佐

藤

学

(

今

金

)

多

国

伎

文

稲
恒
雄
広
(
白
石
)

渡

辺

孝

博

佐
藤
一
夫
(
今
金
)

広

甑

隆

紀

笹
原
紀
代
美
(
神
丘
)

i

阿

部

恵

子

諸

沢

茂

美

ハ

今
金
)

北

館

清

亀

谷

宏

美

(

今

金

)

山

口

明

子

杉

林

美

紀

(

今

金

)

田

村

久

美

子

⑨
死

亡

(
二
月
分
六
名
)

北
村

ム

メ

臼

(
花
石
)
渡
辺
祐
美
子
I

蓑

島

よ

そ

汚

(
日
進

)

荒

井

イ
ソ
ヱ

位

稲

垣

雅

広

0

(白
石
)

宮

本

橘

太
刀

⑨
婚

姻

(

二

月

分

六

組

)

鹿
内
2

進

三

原

良

子

(

英

利

河

〉

岡

田

勝

栄

神

尾

チ

ヨ

(

今

金

)

広
田

稔

熊

沢

静

子

(

八

束

)

一
瀬

泰

宏

神

保

笑

子

〔

今

金

)

久

保

問

満

広

山

本

久

美

子

(

住

吉

)

山

田

啓

鷲

野

栄

子

(

鈴

金

)

(
白
石
)

(
今
金
〉

(住
吉
)

(
今
金
)

〔
岡
代
)

(
八
束
〕

(
間
代
)

(
稲
飽
)

(
今
金
)

〈
今
金
)

(金
原
)


